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　拝啓

　時下清祥の折、ますますご健勝にお過しのこととお喜び申し上げます。

　日頃、文京区民のためにご尽力賜り、誠に有難うございます。

新大塚公園存続のお願い

　さて、昨年10月に作られました「区立小・中学校の将来ビジョン（素案）の骨子」によりますと、平成20年度から平成29年度までの10年間の長期計画のなかに、平成21年開校を目指して第五中学校と第七中学校を統合するという短期計画が盛り込まれていました。しかも、統合校の校舎を教育センター及び新大塚公園を壊して、その敷地に建てるということです。

　これまで、教育委員会による「将来ビジョン」あるいは統合計画の説明は何度かあったようです（後者の場合4日間開催、110人余り出席）。しかし、新大塚公園が廃止されることについて区からの説明会がなかったため、地元町会の主催で今年、1月21日に説明会を開きました（70人余り出席）。ここには教育委員会だけが出席、やはり「将来ビジョン」の説明に終始し、新大塚公園廃止についての責任ある説明は聞かれませんでした。環境、都市計画部署からの出席はありませんでした。私たちは新大塚公園の廃止について区に説明会の開催を求めていますが、まだ実現していません。

新大塚公園は地下鉄茗荷谷駅近く、春日通り裏にあり、約5728㎡の広さがあります。約半世紀の歴史を持つこの公園には、大きく枝を伸ばした桜の古木、ケヤキやプラタナス、ヒマラヤ杉、椎の木など、たくさんの木々が高々とそびえ、四季折々の美しい自然の中で、多くの人々が憩いのひとときと世代間の交流を楽しんできました。ネットに囲まれたグランドでは少年たちが指導者のもと、野球やサッカーの練習に励み、ここは貴重な校外教育の場であります。お年寄りはゲートボールに興じ、散策を楽しみ、子どもたちが溌剌と遊ぶ姿に目を細めています。子どもたちにとっては仲間のみならず、年長者との触れ合いを通じた大切な社会教育の場ともなっています。若いお母さんたちは安全な環境のなかで幼子を伸び伸びと遊ばせながら、お互いに子育てや生活全般についてのお喋りを楽しみ、息抜きと情報交換に時を過ごしています。現在の一般的な住宅事情を考えるとき、ここは重要な子育て支援の場でもあります。

グランド・それを取り囲む美しい木立・そのなかの児童施設・便利なアクセス、ここで沢山の人々が織り成す情景が渾然一体となって新大塚公園に独特の文化を育ててきました。今、ここにある機能を分散した形の公園施設を他に造ったとしても、長い年月に培われた新大塚公園の豊かな自然と文化は死に絶えて、再生することはできません。

　文京区には平成11年3月に策定された「緑の基本計画」があり、その基本理念は

「人々が手を携え、自然の母体である緑を愛し、守り、育みます。そして、豊かな歴史・文化とともに未来のこどもたちに伝えます。」となっています。そして20年後には文京区民一人あたりの公園面積を現在の3.2㎡から5.0㎡に増やすことを目標としています。文京区が自ら、あるべき姿を求めて策定した基本計画を、そのときどきの事情で簡単に覆すなら、区の将来はどうなってしまうのか、私たちは大きな危惧を持たざるをえません。

　私たちは中学校の統合計画そのものに意見を差し挟むものではありません。むしろ中学の教育をとても大切に思い、ともに考えて行きたいと思っています。と同時に、都会の中で、子どもたちが心身ともに健やかに育つために、残された自然環境がどれほど貴重なものであるかも深く認識されねばならないと思います。新大塚公園が地域の子どもたちを心豊かに育くむ社会教育の場であること、街に美しい景観を作り、人々に潤いを与えてきたという、その計り知れない価値と大きな役割を考えて頂きたいと思います。文京区がこれからも人々にとって住みやすい街、人々が住みたいと願うような街であり続けるために、区議の皆さまには長い目で将来を見据え、「新大塚公園を現在の形で存続させること」にお力を貸していただきますよう、よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年2月13日

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「新大塚公園を守る会」　
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